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ＣＳ（コミュニティ・スクール）とは、保護者、地域、学校が一体となって子ども

の成長を支える体制を築き、「これからの社会をたくましく生き抜く力の育成」を目

指した「地域とともにある学校」づくりを進める制度です 

 

２月２６日（水） 第４回 学校運営協議会開催 

協議内容（１）令和６年度「地域と学校パートナーシップ事業について」 

（２）コミュニティ・スクール講座Ⅰ【冬季】について 

（３）学校評価アンケートについて 

（４）部活動について 

（５）その他 

  

（１） 令和６年度「地域と学校パートナーシップ事業について」 

《成果》１年生 11月 14日（木）地域学習・フィールドワーク 

 ２年生 ７月５日（金）新潟探訪 

 ３年生 ９月２５日（水）・１０月２日（水）校外調査活動、12月１１日（水）模擬面接 

《意見》・地域と関わる活動場面が徐々に整えられたとの報告があったが、学校から地域への情報 

提供が少なく、そのような印象が薄いので、もっと積極的に発信してほしい。 

・ホームページやお便りを見ても、生徒の学びの姿が見えてこない。保護者の思いも見え 

てくるとよい。わかるように工夫をしてほしい。 

 

（２）コミュニティ・スクール講座Ⅰ【冬季】について 

《概要報告》２月７日（金）、黒埼市民会館において、「今年のＣS活動をふりかえり、次につなげ 

るアイデアを対話し合う」ことを目的として講座が開かれ、当校から５名が受講。 

自校のＣSで困っていることとして、①報告・質問のみで熟議がされていない。②話 

し合いの場に対する参加者の納得感がない。などが挙げられ、具体的な解決策のレク 

チャーがあった。 

その後、提示された３つのテーマから１つを選び、グループに分かれて熟議をした。 

《意見》 ・小針中は生徒数が多く、活動を起こしづらいが、思い切って何かこの場で話し合った 

ことをやってみるといいのではないか。 

     ・当ＣSでも「アクションプラン」を策定したが実行されていない。「あいさつ運動」 

      など、身近なところから取り組んでみたらよいのではないか。教室の黒板の横に「先 

生方にあいさつしよう。生徒同士あいさつしよう。」と掲示されていたが、「地域の人 

にあいさつしよう」も加えるとよいのではないか。 

     ・来年度、生徒の思いや意見を聞き、さらにそれ反映できるシステムを作るとよい。 

 

～ 裏面もご覧ください。～ 



・講座は小学校、中学校一緒だが、協議内容も変わってくるので、別々に開催したほう 

がよい。 

 

（３）学校評価アンケートについて 

《概要》生徒に対して７２項目の「新潟市生活・学習意識調査」と、保護者、ＣS委員、職員に対 

する１０項目のアンケートを基に「令和６年度小針中学校教育ビジョン評価シート」を作 

成。すべての項目で中間評価に比べて評価が上がっているが、結果としてはＢ評価となっ 

た。 

《意見》・他校のＣSにも参加しているが、学校により評価基準が違う。評価をする際に第三者を 

入れたほうがよいのでは。 

 

（４）部活動について 

《概要》新潟市教育委員会では「令和８年度以降、中学校の部活動は原則 16:45まで、休日の 

    部活動は行わない」との方針を示しました。この方針に基づき、小針中学校では来年度 

    以降の部活動は以下のとおりとする。 

    令和７年度は、令和６年度同様、通年で 17:15までとし、完全下校は 17:30とする。 

ただし、各部の活動計画により、17:45まで延長する場合がある。 

    令和８年度以降は、通年で平日 16:45までとし、完全下校は 17:00とし、休日は実 

    施しない。 

《意見》・校舎の周りを走っている生徒の安全確認の問題があるので、地域移行になった場合の 

連絡先を確認したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     活発なたくさんのご意見をありがとうございました。来年度もよろしくお願い 

    いたします。 

     来年度の学校運営協議会（ＣS）会議の予定 

第１回 ５月２６日（月）、第２回８月５日（火）、 

第３回 10 月 27日（月）、第 4回２月 25 日（水） 


